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関
西
だ
よ
り

○
春
の
セ
ン
バ
ツ
応
援

日
本
航
空
石
川
が
出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
で
北
海
道
の
東
海
大
札
幌
高

校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
互
い

に
点
を
取
り
合
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム

で
、
最
後
は
、
一
回
戦
突
破
ま
で

「
あ
と
一
球
」
と
迫
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
相
手
校
に
逆
転
を
許
し
、
６

対
７
で
惜
し
く
も
敗
戦
し
ま
し
た
。

県
人
会
で
は
、
33
名
も
の
大
応
援
団

を
結
成
し
て
、
県
勢
の
活
躍
を
祈
り
、

懸
命
に
声
援
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

ス
イ
カ
が
美
味
し
い
！

石
川
県
は
、
ス
イ
カ
の
産
地
で
あ

り
、
県
内
で
最
も
生
産
量
の
多
い
青

果
物
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
京
阪
神

圏
に
お
い
て
は
、
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
石
川
県
産
ス
イ
カ
の
市
場

シ
ェ
ア
が
最
大
と
な
り
、
例
年
多
く

の
消
費
者
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

令
和
７
年
産
ス
イ
カ
は
、
６
月
10

日
頃
よ
り
初
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
、

６
月
中
旬
に
は
京
阪
神
圏
内
の
量
販

店
や
青
果
店
等
で
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
る
見
込
み
で
す
。 

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
育

は
極
め
て
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

糖
度
の
高
い
、
た
い
へ
ん
品
質
の
良

い
ス
イ
カ
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
時
期

に
、
石
川
県
が
誇
る
旬
の
味
覚
を
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
く
、
心
よ
り
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
能
登
互
助
会
総
会

能
登
互
助
会
の
総
会
が
５
月

12
日
に
大
阪
市
の
ホ
テ
ル
日
航
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
谷
内
田
栄
次
会
長
が
「
長
年

培
っ
て
き
た
絆
を
大
切
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
て
、
兵
庫
達
夫
関
西
輪
島
会
会

長
や
宮
下
為
幸
中
能
登
町
長
ら
が

挨
拶
し
ま
し
た
。

 

懇
親
会
で
は
、
南
昭
榮
中
能
登

町
議
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
多
く

の
協
賛
が
集
ま
っ
た
抽
選
会
で
場
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
松
勝
彦
加
賀
浴
友
会
会
長
の
万

歳
三
唱
の
あ
と
、
辻
口
信
良
連
合
会

副
会
長
の
石
川
ア
イ
で
中
締
め
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
東
大
阪
ふ
れ
あ
い
祭
り

５
月
11
日
、
東
孝
司
連
合
会
長
、

東
大
阪
石
川
県
人
会
、
京
都
石
川
県

人
会
、
関
西
珠
洲
会
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
有
志
が
、
大
阪
府
東
大
阪
市
開
催

の
「
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
同
市
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
今
回
で
最
後
と
な
る

見
込
み
で
す
。
布
施
地
区
の
パ
レ
ー

ド
で
は
連
合
会
の
応
援
幕
を
掲
げ
て
、

能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
の
Ｐ
Ｒ
等

を
実
施
し
ま
し
た
。



関西在住の能登出身者らでつくる大阪能登互助会の新年会は１月１７日、大阪市心斎橋のホテル日航大阪で開かれ、役員、来賓を含めて２０人が
参加して、懇親を深めました。
山本三郎会長が年頭の挨拶で「新型コロナを考慮する必要があるが、今年は例年通りの事業を行っていきたい」とあいさつした。井上作雄関西
石川県人会連合会長が祝辞を述べました。来賓として、ナニワ工務店の上村英輔社長らがご紹介されました。それから、山森力県大阪事務所長の
発声で乾杯しました。谷内田栄次副会長が令和５年度事業計画を説明しました。最後に、辻口信良連合会副会長が「いしかわ愛」三唱で中締めを
し、散会となりました。

会
長
ご
挨
拶

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

第
九
代
会
長

東

孝
司

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
関

西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
活
動
の

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
故
郷
が
大
き
な
困
難
に
直
面

す
る
中
で
、
私
た
ち
関
西
に
住
む

石
川
県
人
と
し
て
も
、
義
援
金
募

金
活
動
な
ど
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、

関
西
に
一
時
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
も
お
招
き
し
、
共
に
未
来
を

考
え
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
連
合
会
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
8
月
27
日
に
大
阪
関
西

万
博
で
開
催
さ
れ
る
「
石
川
の

日
」
で
は
、
輪
島
の
御
陣
乗
太
鼓

な
ど
石
川
県
の
「
祭
り
」
が
一
斉

に
集
合
し
披
露
さ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
豊
か
な
文
化
を
発
信

し
、
多
く
の
方
々
と
そ
の
魅
力
を

共
有
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
当
日
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
、
石
川
県
の
魅
力
を
体
感
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
ら
に
、
大
相
撲
で
は
、
津
幡
町

出
身
の
大
の
里
関
が
横
綱
昇
進
、
と

い
う
本
当
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
８
年
ぶ
り
の

日
本
人
横
綱
、
初
土
俵
か
ら
戦
後
最

短
で
横
綱
昇
進
と
い
う
我
々
石
川
県

人
に
と
っ
て
誇
る
べ
き
成
果
を
共
有

で
き
る
こ
と
も
大
変
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
へ
の

注
目
が
国
内
外
に
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

関
西
石
川
県
人
会
は
、
石
川
県
に

ゆ
か
り
の
皆
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
が

交
流
し
、
助
け
合
う
場
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
復
興
支
援
を
は
じ

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
絆
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
で
き
れ
ば
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
関
西
に
住
ん
で
い
て

も
、
私
た
ち
の
心
は
常
に
故
郷
と
と

も
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
想
い
を
胸
に
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

関
西
石
川
県
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展

を
共
に
築
い
て
い
く
こ
と
を
願
い
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

役
員
新
年
互
礼
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
役
員

新
年
互
礼
会
は
、
１
月
22
日
に
大
阪

市
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア

大
阪
で
開
か
れ
、
28
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

○
大
阪
能
登
互
助
会
新
年
会

関
西
在
住
の
能
登
出
身
者
が
中

心
と
な
る
大
阪
能
登
互
助
会
の
新

年
会
は
、
１
月
14
日
に
大
阪
市

の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
を
含
め
て
30
名

が
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
昨
年
の
総
会
で
会
長
に
就
任

し
た
谷
内
田
栄
次
氏
が
「
先
輩
方

の
功
績
に
感
謝
し
、
よ
り
よ
い
会

に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
東
孝
司
連
合
会
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
山
下
幸
則
県

大
阪
事
務
所
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、

山
本
三
郎
相
談
役
（
前
会
長
）
が

中
締
め
を
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

○
加
賀
浴
友
会
新
年
会

関
西
在
住
の
加
賀
出
身
の
公
衆
浴

場
業
者
ら
で
構
成
さ
れ
て
い
る
加
賀

浴
友
会
の
新
年
会
が
１
月
24
日
に

大
阪
市
の
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
南
大

使
館
に
て
来
賓
含
め
て
約
50
人
が

出
席
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

松
勝
彦
会
長
挨
拶
の
後
、
東
孝
司
連

合
会
会
長
、
田
中
宏
司
大
阪
信
用
金

庫
副
理
事
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
谷
内
田
栄
次
能
登
互
助
会
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
西
野
榮
二
氏
が

万
歳
三
唱
し
、
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

○
京
都
石
川
県
人
会
新
年
会

京
都
石
川
県
人
会
の
新
年
会
は
、

１
月
25
日
に
京
都
市
の
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
京
都
で
、
第
19
代
前
田
家
当
主

前
田
利
宜
氏
ら
来
賓
を
含
め
て
約
百

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

竹
下
義
樹
会
長
は
、
「
石
川
を
元
気

づ
け
る
た
め
に
、
も
っ
と
考
え
て
い

こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
総
会
冒

頭
に
は
、
落
語
家
の
桂
文
福
氏
が
相

撲
甚
句
の
披
露
、
七
尾
市
出
身
の
八

県
人
会
か
ら

東
孝
司
会
長
が
「
昨
年
は
厳
し
い

試
練
の
続
い
た
年
だ
っ
た
。
連
合
会

と
し
て
、
震
災
義
援
金
募
金
な
ど
に

よ
る
被
災
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
ふ
る
さ
と
石
川
の
復
旧
復
興
の

た
め
、
石
川
県
人
同
士
の
絆
を
深
め
、

石
川
県
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
架

け
橋
と
な
り
た
い
。
」
と
挨
拶
し
、

高
島
誠
加
能
人
社
社
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
に
は
、
五

郎
島
金
時
や
源
助
大
根
、
金
時
草
、

加
賀
レ
ン
コ
ン
な
ど
の
ふ
る
さ
と
石

川
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

坂
神
社
の
野
村
明
義
宮
司
が
「
京
都

と
石
川
の
神
縁
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
と
、
出
席
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
多
く
、
抽
選
会
も
あ
り
、
参

加
者
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。
辻
口
信
良
連
合
会
副
会
長
の

「
石
川
ア
イ
」
三
唱
で
閉
会
し
ま
し

た
。

○
関
西
能
美
市
の
会
総
会

関
西
能
美
市
の
会
総
会
は
、
５
月

10
日
に
大
阪
市
の
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大

阪
に
て
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
井
出
能
美
市
長
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
、
田
中
能
美
市
議
会
議
長

が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
ま
し
た
。

    

懇
親
会
で
は
、
井
出
能
美
市
長
か

ら
恒
例
の
能
美
市
の
市
勢
紹
介
を
し

ま
し
た
。
能
美
市
か
ら
参
加
者
全
員

分
の
特
産
品
の
お
土
産
が
用
意
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
大
変
好
評
で
し
た
。
西

居
厚
能
美
市
の
会
新
顧
問
（
前
会

長
）
が
中
締
め
の
挨
拶
を
し
て
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。


	スライド 1
	スライド 2

